
令和７年度新基本計画実装・農業構造転換支援事業の概要について

Ⅰ　整備事業

Ⅱ　事業の内容及び実績

番号 地域協議会名 取組 主体 地区 対象品目 事業内容 総事業費（円） 国費（円） 都道府県費（円） 市町村費（円） その他（円）

1

倉吉市農業再生協議会
北栄町農業再生協議会
琴浦町農業再生協議会
湯梨浜町農業再生協議会
三朝町農業再生協議会

鳥取西部農業協同組合

米子市
境港市
日吉津村
大山町
南部町
伯耆町
日南町
江府町
日野町

大豆

【乾燥調製施設】
・乾燥施設（乾燥機3.7t×3基）
・荷受施設（荷受設備一式）
・出荷施設（選別機（粒選別機×2基、色彩選別機1基））
・建屋改修（533㎡）1棟

【撤去】
・既存設備

137,060,000 66,251,000 6,022,000 0 64,787,000

137,060,000 66,251,000 6,022,000 0 64,787,000合計

　令和７年度新基本計画実装・農業構造転換支援事業の実施概要について、新基本計画実装・農業構造転換支援事業補助金交付等要綱（令和７年１月１６日付６農産第３３４５号農林水産事務次官依命通知）別記１の第１２の１により、以下のとおり公表します。

　現状の乾燥調製機は、昭和63年度に整備した平置き乾燥機であり、処理能力は１日当たり15ｔ（1.5t×10箱）である。しかし、収穫物の搬入後の工程が多く、特にごみ除去後に一度フレコンに封入し、フォークリフトにより乾燥機まで運ぶ必要があることや、乾燥工程は人手がかかることなどの対応に苦慮
しており、1日最大で10名分のみ対応しかできない等、運営に影響が生じている。また、荷受け水分が多く翌日までに乾燥が仕上がらない場合、荷受け制限が必要となることに加え、刈取りの遅延が発生し、品質・収量への影響が生じることがある。その他、選粒・選別においても手動による計量を行ってお
り、作業効率が悪く、作業員の負担も大きく、品質面では、規格では３等や合格が中心となるが、全体の１～２割で格外品も発生しており、生産者の所得を押し下げる要因にもなっている。
　そのため本補助金を活用し、既存施設を地域の拠点施設と位置づけ機能向上をはかり、あわせて、色彩選別機の導入により品質の向上をはかり、大豆産地生産振興基盤の強化を進めた。


